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平成 29 年度 第１回 信太山丘陵市有地 自然観察会　実施報告 2017 年 9月 18 日（月・祝）

●参加人数：44名（一般応募 27名 [子供 ( 中学生以下 )12 名、
　大人 15名 ]、スタッフ 17名）
　※一般応募 27名 (12 世帯 ) のうち、地元 (信太校区 )13 名　
　(5 世帯 )

●実施日：2017 年 9月 18日（月・祝）
●時間：10時 00分～12時 00分
●天気：晴れ
●場所：惣ヶ池湿地、信太山丘陵市有地

●実施プログラム：自然観察
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●実施内容：

ＮＰＯ法人いずみの国の自然館クラブによる自然観察を実施しました。コースは、南西側

草原エリアから散策をスタートし、惣ヶ池湿地周辺、市道東側の尾根筋沿いの道を巡るも

のです。この日の観察では、たくさんのバッタや、トンボ、蝶、野草などを発見し、昆虫、

鳥、植物に詳しい講師による解説が行われました。また、参加者の子どもたちが虫取り網

を片手に追いかける姿が見られました。

ハネナガイナゴ
（バッタ目）

カタツムリの一種 ミサゴ
（タカ目）

シオカラトンボ
（トンボ科）

マダラバッタ
（バッタ目）

クルマバッタ
（バッタ目）

キンミズヒキ
（バラ科）

ウメモドキ
（モチノキ科）

コモウセンゴケ
（モウセンゴケ科）

タチカモメヅル
（キョウチクトウ科）

ルリタテハ幼虫
（タテハチョウ科）

アオスジアゲハ
（アゲハチョウ科） など

あれはミサゴだよ！

マダラバッタは、足の色が
青と赤と黄色のまだら模様
なんだ！

クルマバッタは、羽が車輪
のような模様だから、そう
呼ばれているよ。
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●発見したもの：

クロマツの葉っぱは先が
尖って痛い。アカマツの
葉っぱは痛くないんだよ。

じゃぁ、これは痛い
からクロマツだ！

青くてきれいな
ちょうちょだね！

アオスジアゲハって
いうんだよ。 マツの葉で、

葉っぱ相撲を
やってみよう！




